
　本邦は世界一の超高齢社会であり、国民の健康寿命延
伸は国の重要な課題の一つとなっている。特に積雪寒冷
地域では住民の高齢化率が全国平均を上回るケースが多
く、地域性の高い高齢者の事故が社会問題となってい
る。例えば、ヒートショックによる入浴中の事故や除雪
作業での事故、屋外での滑り転倒による大腿骨頸部骨折
など、積雪寒冷地域在住の高齢者は、冬期間に健康寿命
を脅かす重大な事故に遭遇する危険が高い。これらの事
故を防ぎ、健康を促進する策として、冬季スポーツを生
涯スポーツとして定着させることが有望であると考えら
れる。中でもレジャースキーは最低一人でも楽しめ、難
易度や強度を自分に合わせて調整できるうえ、重力を利
用し筋力に頼らない全身運動であり、バランス能力が向
上するなどの点で高齢者が気軽に楽しめる、事故防止に
も効果的なスポーツといえる。しかしながらバブル経済
の崩壊後、図1のようにスキー人口は減少の一途をたど
り、現在では最盛期の約30％程度にまで減少した。これ
に伴いスキー場数もかつての70％程度に減少し、地域密
着型の小規模スキー場の閉鎖は、地域住民から気軽にス
キーを楽しむ機会を奪い取る結果となった。
　一方、2020年の東京オリンピック開催に向け、国内で
は選手強化やスポーツ振興の気運が高まっている。また
卓球やバドミントンなど、選手の世界的活躍がマスメ
ディアに数多く取り上げられた結果、全国的に愛好者が
増加しているスポーツがある。代表選手の活躍とスポー
ツ振興には密接な関係があり、レジャースキーの再興
もスキー選手の活躍が最も近道であるといえる。しかし
ながら、冬季オリンピックの花形種目であるアルペンス
キー競技では、1956年に開催されたコルティナダンペッ
ツォオリンピックの回転競技で猪谷千春選手が銀メダル
を獲得して以来、半世紀以上にわたり日本人メダリスト
は誕生していない。

図１　スキー・スノーボード人口の推移

　北見工業大学では、地域の特色を活かしてスキーや
カーリングを生涯スポーツとして定着させ、地域住民の
健康寿命延伸と地域社会の活性化を目的に、冬季スポー
ツ科学研究推進センターを設立した。現在、その第一段
階として日本のトップアスリートがオリンピックなど世
界の大舞台で活躍することを目標に工学研究を進めてい
る。本報では、アルペンスキー選手の競技力向上を目指
した研究事例を紹介する。

　アルペンスキー競技は、旗門で制限されたコースを滑
降し、スタートからゴールまでのタイムを競うスポーツ
で、高速系と技術系が2種目ずつ設定されている。中で
も技術系の大回転競技がアルペンスキーの基本といわれ
ており、日本選手が世界と最も大きな差をつけられてい
る種目でもある。日本選手が勝てない理由と勝つための
手段を見出すため、滑降タイムと強い相関を持つターン
動作の特徴を実験的に検討した。図2は、3名の選手が同
一コースをそれぞれ3回ずつ滑降した時の、ターン中の
下肢の内傾角度と滑降タイムの関係を示している。この
結果、内傾角度が大きな選手ほど滑降タイムが短縮され
好成績を出せることが明らかになった。ターン中の内傾
角度が大きいと、スキー板のたわみが大きくなる。この
ことは、スキー板のサイドカーブで幾何学的に決定され
るターン弧よりも小さな曲率半径でターンすることが可
能になり、選手はこれを利用してタイム短縮を図ってい
ると考えられる。

図２　ターン時の下肢の内傾角度と滑降タイムの関係
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　日本選手の多くは、欧州メーカーのスキーブーツを使
用している。筆者は、このことが選手の競技成績低迷を
招いている要因と予想した。そこで、図３のように、欧
米人と日本人成人男性の身長に対する各体分節長の比率
と体重に対する重量比の統計値を基に、簡単なスキー
ヤーの物理モデルを作成し、内傾動作をシミュレーショ
ンした。図４は、下腿長に対するスキーブーツの高さの
割合をブーツ割合とし、その値に対する内傾角速度の変
化を示している。この結果、ブーツ割合がおよそ50%か
ら65%のブーツを使用した場合、欧米人と日本人の差が
広がる結果となった。実際に選手が使用するブーツの高
さは55%前後であることから、ブーツの高さが内傾動作
の速度に影響を及ぼした結果、内傾角度が小さくなり滑
降タイムに悪影響を及ぼしている可能性が示唆された。
日本選手の骨格に適合して、欧米選手と同様に内傾でき
るスキーブーツが必要といえる。

　数値シミュレーションで得られた知見を基に、日本選
手に適合したブーツ設計を試みた。ブーツを装着したス
キーヤーの、床面から膝蓋骨上端までの高さに対するス
キーブーツの高さを基準に、内傾角度が最大となる高さ
比を実験的に検討した。全日本、ならびに北海道のトッ
プ選手10名を対象に、内傾角度が最大となるアッパー
シェル前部と後部の高さについて、モーションキャプ
チャシステムを用いて室内計測を実施した。その結果、
図５に示すようにアッパーシェル前部は、膝蓋骨上端高
さに対して44.5±1.5%、後部は61.0±2.0%の範囲が適正
であることが明らかになった。この結果は、従来の欧州
製ブーツに比べ、アッパーシェル前部は低く、後部は
高い設計が日本選手に適していることになる。これを基
に、日本メーカーの協力を得て図６に示す日本選手向け

のスキーブーツを製品化した。このブーツを使用して、
2010年のバンクーバー、14年のソチオリンピックのス
キーフリースタイルモーグル競技に出場した上村愛子選
手は、４位に入賞した。しかしながら、このブーツを使
うアルペン選手の出場はなかった。

　世界各国のアルペンスキーの有力選手は、スキー板、
ビンディング、スキーブーツのセットでメーカーと使用
契約を結ぶケースが多く、日本選手も例外ではない。
残念ながら、この3点を全て製造・販売している日本の
メーカーはなく、日本選手向けのブーツを開発しても、
有力選手への普及は困難である。そこで、欧州製のブー
ツでも、日本人の骨格に適合したブーツと同等の性能を
引き出すことができないか、検討することにした。選手
のターン中の荷重移動に着目し、適合／不適合によって
ブーツ内で荷重中心の移動軌跡がどのように変化する
か、足底圧センサにより計測した。実験には図７に示す
室内で計測可能なスキーシミュレータを用いた。これ
は、ターン動作中のスキーのロール角と荷重をセンシン
グし、ターン時に雪面から受ける反力をコンピュータが
計算、モーターが反力を出力する。その結果、あたかも
雪上を滑降するような感覚で、スクリーンに映し出され
たコースを見ながら連続したターン動作を自由に行える
装置である。図８に示すように、シェル設計が適合し内
傾角度が大きくなる場合は、不適合の場合と比較して
ターン中の荷重中心の前後移動量が小さくなることが明
らかになった。この結果から、強制的に前後の移動を小

４．骨格に適したブーツ設計

５．ブーツ用パーツの開発

３．骨格に適したブーツ設計

図４　ブーツ割合と内傾角速度の関係

図３　統計値に基づくスキー選手の解析モデル

図５　日本選手に適した新たなアッパーシェル設計

図６　製品化された日本選手向けスキーブーツ

図７　室内実験用スキーシミュレータ
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ら現状では、世界の有力選手を被験者として雪上滑降の
データを取得できる機会は皆無である。そこで現在は、
世界のトップレベル選手が出場するレースの一般放映映
像から選手の3次元動作を抽出する技術を開発し、世界
トップ選手のスキルを解析している。その方法は、図
１１に示すように前述の統計値を基に欧米人と日本人ス
キー選手の3次元モデルをCADで作成し、放映映像のビ
デオフレーム毎に選手の画像とCADモデルのマッチン
グを図る。その結果、選手の3次元運動を取得すること
が可能となる。基本的な計測精度は、光学式モーション
キャプチャシステムと比較しても、全く遜色ないレベル
で運動データを獲得できる。スキーのように、ウエアを
着た状態で移動距離が長い運動の場合、モーションキャ
プチャシステムより高精度な計測が可能と予想される。
ワールドカップの放映映像を用いて、日本選手が最も不
得意としている大回転競技における、世界トップ選手3
名と日本選手の違いを分析した。その結果、表１に示
すように、左右のターンを切り替える際に、スキー板の
ソール面と雪面がフラットになるニュートラルポジショ
ンと呼ばれる局面で、股関節と膝関節を伸展するスト
レッチング動作に大きな違いがあることが明らかになっ
た。伸展角度、角速度ともに世界トップ選手は日本選手
に比べ、大きな値を示している。前述したように、ター
ン時の内傾角度が大きければターン弧の曲率半径を小
さくすることができ、大きなストレッチング動作を可能
にするスペースを作り出すことができる。大きなスト
レッチング動作は両関節の仕事を増大し、世界トップレ
ベルの選手は、これを運動エネルギーに変換するスキル
で、滑降速度を向上していると予想される。日本選手は
逆に、関節を屈曲させるベンディング動作を多用する傾
向がある。ベンディング動作は、関節の粘性によってエ
ネルギーを散逸させる可能性がある。そこで関節の粘弾
性特性を実験的に求め、この関節運動によるエネルギー
の増減から滑降タイムを推定した。ワールドカップに出
場するシード選手30名の中からミスがなかった10名を選
出し、トップ選手のタイムを基準に推定した。この際、
シード選手は全員同じ軌道を滑降し、各選手の関節の粘
弾性特性は同一であると仮定した。この予測タイムと実

さくするブーツ用パーツの開発に取り掛った。約５年
の歳月を費やし、図９のようにフットベッドと呼ばれる
ブーツの中敷き部材の裏面に装着するパーツが完成し
た。このパーツには、ターン開始時にフットベッドをわ
ずかにロールさせ、選手の内傾角速度と内傾角度を向上
し、滑降タイムを短縮する狙いがある。ステルステック
という商品名のこのパーツを装着することで、図１０で
示すように国内トップレベルの選手10人中８人に、内傾
角度増大の効果が認められた。これをスキーブーツの中
敷き用パーツとして特許化・製品化し、2016年10月に全
国で販売が開始された。わずか3か月で2000セットが完
売し、最終的には昨シーズン中に3000セットが販売され
た。その利益は、海外で活動する日本選手の活動支援に
様々な形で使用されている。

　選手の競技パフォーマンスを向上し、日本を代表する
選手に世界の大舞台で活躍してもらうためには、単に適
正な用具を提供するだけでは、十分とは言えない。その
用具を使うことによって、世界のトップ選手はどのよう
な技術で滑降タイムを短縮しているのかを明確にし、日
本選手のトレーニングに活用する必要がある。残念なが

６．世界トップ選手のスキル解析

図１１　CADモデルマッチングによる３次元動作獲得

表１　股関節・膝関節の伸展角度・角速度の比較

図１０　内傾角度を向上するブーツ用パーツの効果検証

図８　ターン中の荷重中心移動軌跡

図９　内傾角度を向上するブーツ用パーツと装着例  正：伸展　　負：屈曲
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際の公式タイムの比較を図１２に示す。この結果、両者
は比較的よく一致しており、トップ選手は関節の仕事を
運動エネルギーに変換するスキルを有していると考えら
れる。現在、スキルの詳細を分析中である。

　2月に開幕する平昌オリンピックに出場する日本代表
選手の数名は、本報で紹介したブーツ用パーツを使用し
ており、ナショナルチームからの要請で、CADモデル
マッチングによる動作解析で選手の強化を図っている。
この手法は特許申請を既に済ませ、AIによる完全自動
化を進めている。最終的には選手自身の身体的能力はも
ちろんのこと、マテリアルの適合性やターン動作のスキ
ル向上など、全ての要素が最適化されなければオリン
ピックのメダル獲得は望めない。2018年、2022年とアジ
アでの開催が続く冬季オリンピック・パラリンピック
で、是非日本選手の輝かしい姿を観たいと切に願う。札
幌冬季オリンピック・パラリンピックの開催が決定し、
日本選手のメダル獲得が実現すれば、レジャースキーが
再び多くの国民を魅了し、冬季生涯スポーツとして定着
するのも夢ではない。

７．おわりに

図１２　滑降タイムの推定
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博士の愛した数式・・と制約下の研究
成田　吉弘

（北海道大学　名誉教授，JICA エキスパート，ハサヌディン大学，インドネシア）

後輩へのメッセージ

表題の「博士の愛した数式」は，2003年新潮社より刊
行された作品で，翌年読売文学賞や本屋大賞を受賞して
映画にもなっている．私は昨年の春に，37年間の大学教
師生活を退いたが，現役時代はゆっくり小説を読む余
裕がほとんどなかった．昨年6月からインドネシアにて
JICA大学プロジェクトで働き，週末には読書の時間が
とれるようになった．そこで失われていた時間を取戻そ
うと，帰国毎にブックオフで買込んできた小説類の中に
本作品があったのである．話は交通事故の脳損傷により
記憶が80分しか持続しなくなった元数学者と家政婦らの
心のふれあいの物語である．

この書名は，愛という最も人間的な感情と，数式とい
う一見冷徹なものを対比に据えたところが成功してい
る．そのタイトルを借用したわけだが，工学研究者の心
の内側でも研究対象に美的情感を覚えて，強いモティ
ベーションになっていると思う．そこで機械力学計測制
御（DMC）部門の皆様にも，愛する式（方程式）がありま
せんかと尋ねる訳である．この質問に，その深さを測る
ことはできないが，私の場合は疑いなく板の振動方程式

（w : たわみ）を挙げる．まず四階偏微分方程式でありな
がらLaplacianを使っていることもあり，シンプルで形
が美しい．物理的にも二次元的に広がる平板が面外方向
に撓みながら振動するという複雑な現象を，1本の式で
簡潔に表している．この式から空間変数を1つとポアソ
ン比を除くことでEulerはりの方程式になる．逆に面外
に広がる曲面を考慮すると偏平シェルから一般シェルと
なる．もっともシェル（殻）に関しては，曲率の効果をど
う近似するかによりDonnell, Love, Fluggeなど様々な個
人名の付いた理論が現れる．このため平板の式のよう
に「誰もが異議を唱えない薄板理論」という統一感はな
い．

図1 Leissa先生ご夫妻(2003年ISVCS)

私は博士課程に在籍中，北大の指導教授入江敏博
先生，1年間の留学中はオハイオ州立大のLeissa先生
（写真1. 2003年の先生と奥様）に師事した．入江先生
の研究スタイルは「Simple and Clear」とご本人が語
るのを聞いた．Leissa先生は，有名な古典monograph 
「Vibration of Plates」（無料でDL可能[1]）をまと
めた方で，そのスタイルは「Straightforward and 
Comprehensive」と言える．これは私が言ったことだ
が，後年ご本人もいる懇親会で述べた時に皆が賛同して
くれた．このお二人が私のmentorであり，その成果を
博士論文として1980年にまとめた．その博士論文は，北
大の文献データHUSCAPにて幸い世界中から2万回以上
DLされている[2]．若い時にお二人の先生に学んだこと
は，それまでの怠け学生の人生の一大転機となった．

その後は積層複合材料平板やシェルの研究へと拡張し
たため，等方性板の曲げ剛性Dだけではなく，6種類の
曲げ剛性D11,.., D66と面内剛性を持つ式へと複雑化した．
CFRP材料は，せん断剛性の比G/Eが金属に比較して小
さいことから，その後に時代は面外せん断変位も考慮す
べきとなり，1990年代から各種のせん断変形理論や層毎
の評価まで行う厚肉理論が提案された．代表的なのは，
Reddy教授の高次せん断変形理論HSDT (写真2, Reddy
教授)である．しかし実用的には，実験結果は薄板理論
の結果と良く一致しており，こうした薄肉の板理論，殻
理論を最初に提案した研究者は素晴らしいと思う．米国
では研究費の取りにくい連続体(はり，板，殻)の振動は
すっかり斜陽の分野だが，学術的な価値も重視する欧州
では今も研究が盛んである．とくに様々な理論を統一的
に扱う視点を持っているのが，トリノ工科大のCarerra
先生(写真3)らイタリア勢である．かつてレイサ先生が
始めたISVCS (International Symposium on Vibration of 
Continuous Systems)も欧州勢が主導権を握り，同会議
でかつて国別では大派閥だった日本から参加者がほぼ消
えたのは残念である．

図2. Reddy博士(2015年, ICCS)

2 2 2
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図3. Carrera博士(2012年, ISVCS会場の下見)

少し話題が変わるが，言うまでもなく機械力学計測制
御部門のメンバーは，論文執筆活動にアクティブな方が
多い．では我々はなぜ論文を書くのか．当たり前のこと
を聞くなと言われそうだが．教育機関に勤めた私の意見
は単純で「研究をしても成果を社会に提供しないと，大
学（高専）者の義務を果たしたことにならない」．研究
が学生に与える教育的側面を除くと，教員がただ好きで
研究をするだけで成果を論文発表しないのでは，極論す
れば趣味と変わらないことになる．

それでは，より良い研究をするにはどうするのか．こ
の点に関しては，機誌やDMCニュースレター等で高名
な先生方がいろいろと書かれている．ただ諸先輩の助言
を読んでみると，こうした文章を書く機会のある人は概
して恵まれた研究環境にいた人が多い．例えば，実験の
意義を強調しても，それには設備と資金が要るが全ての
大学と高専で十分な研究費が与えられる訳ではない．科
学研究費などが得られる研究者を除くと，近年は実験機
器を購入することが困難な方が多い．そこで少し異なる
観点で，制約の多い下での研究と論文執筆は可能かとい
うことを考えてみよう．すなわち研究成果を上げるのに
必要な条件を考える．これは私には，基本的に「ある程
度まとまった時間」，「研究費」，「知的な好奇心と情
熱」が必要に思える．

まず時間，客観的には皆平等に24時間が与えられてい
る．また時間は作るものと言われる．無駄な時間を最小
にするわけだが，でもストレスが蓄積すると危険なので
「ボケっと」するメンタルヘルス時間も必要である．そ
して結婚すると家庭，さらに子供が与えられると男性に
は，「年を取ってから奥さんに捨てられる危険性は，
子育てに協力した時間に反比例」するという研究報告
（?）もあり注意しなければならない．また私自身はお
酒好きだが，お酒は適量に抑えればこんな素晴らしいも
のはないが，頭にネクタイは巻かないまでも気が付くと
翌朝飲みすぎを何度と反省してきた．

つぎに研究に使えるお金，すなわち研究費である．こ
れは科研費が当ることが一番だが，「研究成果→科研費
取得→研究成果」の正のスパイラルに入るまでに努力
が入る．もちろん努力はいずれ，その取り分をきちん
ととっていくが，最初から成果は見えてはいない．最
後に，一番大事な要素，個人の情熱と好奇心である．長
い間見てくると結局，人間は長い間には自分の好きなこ
とに時間を使っている．人間は興味が持てないことに長
時間集中するのは難しい．理想は，羽生永世七冠のよう
に，トップを極めても，今なお興味と向上心を持ち続け
ることだが．これも本人が好きなことだからであろう．
もちろん企業の研究者は自分でテーマを選ぶことは難し
いし，大学では上司の教授の理解が必要かと思う．昔に

亡くなった大先生に伺った話だが，35年以上前の国立大
学が封建的な時代，彼は助教授の時にバイオ関連のこ
とに興味を持った．しかし当時バイオは機械工学のテー
マとは見做されず，上の教授から研究禁止と言われた．
しかし先生は自分が教授になるまではと，心の中で興味
の火を絶やさずアイデアを考え続けて辛抱していたそう
だ．その態度は実際に教授になって以降の活躍となっ
た．反対に教授になることが目的化していた人との差が
出たのである．

本題に戻ると，それでは3つとも条件が整わなければ
研究は不可能であろうか．まず時間を作ることは，簡単
ではないが工夫の余地はある．ただ最近の大学と高専
は，忙しさの単調増加と有能な人にますます仕事が集
まっている．この問題については機誌2月号「名誉員か
ら一言」[3]に書かせていただいた．救いがあるのは，
時間は作れてもお金はないケースだ．この場合は何とか
なる．早い話，お金のかからない理論的研究をするので
ある．極端には紙と鉛筆があれば，この時代にさすがに
PCを買えない人はいない．他にも，レビューペーパー
を書くこともできる．戦争では，地雷が貧者の武器と言
われた．例えは悪いが研究貧者の武器は，紙と鉛筆とコ
ンピュータである．とくに機械力学計測制御の分野では
可能である．最後の「研究への情熱がない」は，いかに
もはかないものに見え，転職を考えるか教育者としての
大成を目指すしかない．理想は札幌から大リーグに行く
プロ野球の大谷君のように，研究も教育もの共に一流の
二刀流である．この部門で活躍する君であれば可能であ
る．

私は昨年に退職して，この一年間に機械学会誌に2回
と120周年記念誌等に投稿機会を戴いた．他に海外の国
際会議keynoteやElsevior専門誌で退職特集号，国内研
究会等で講演させて頂いた．これらはDMC部門での長
年の活動に対してご褒美が出たと思っている．学会誌の
場合は，広く流通して様々な読者がいるため安全側に書
いたが，部門レターの今回は身内感覚で気楽に書かせて
いただいた．しかし本DMCニュースレターが，部門の
皆様にお別れする機会となる．まだ自身の研究活動を諦
めた訳ではないが，ここでDMC部門の皆様の更なるご
活躍を強く願い，感謝をもってお別れさせていただく．
長い間のお付き合いありがとうございました．

文献
[1] A.W. Leissa, https://ntrs.nasa.gov/search.jsp.
[2] 北海道大学HUSCAP, https://eprints.lib.hokudai.

ac.jp/dspace/handle/2115/32630
[3] 成田，「名誉員から一言」, 機械学会誌, Vol..122, 

No.1191.
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１．はじめに
　筆者は東京工業大学工学院のサバティカル研修支援制
度の支援を受けて，2016年9月から2017年9月まで，イギ
リスのリバプール大学に9か月間，イタリアのフィレン
ツェ大学に3か月間それぞれ滞在し，合計1年間の在外研
究を行う機会を頂きました．拙文ながら，2つの異なる
国に滞在して研究を行った体験談についてお話させて頂
きます．
２．リバプール大学
　リバプールは，イングランド北西部のマージサイド州
の中心都市でビートルズの出身地として有名です．産業
革命後，工業・交易都市として大きく発展しましたが，
第2次世界大戦時の空爆による壊滅的な打撃を受けた影
響や産業構造の変化による不況などにより，1940年代ご
ろから衰退していきました．その後，再建計画が進めら
れ，18世紀から19世紀のかつての港湾地区の面影を残す
エリアが2004年にユネスコの世界遺産として登録され，
観光都市として再建されてきております．私が滞在した
リバプール大学は，世界で最初に建築学科を創設した大
学として知られ，これまでに9名のノーベル賞受賞者を
輩出している名門大学です．リバプール大学の学生数は
約24000人でその約3割がイギリス国外の留学生が占めて
おります．リバプール大学は，中国の西安交通大学と
パートナシップを結び，2006年から西安交通リバプール
大学を設立したこともあり，中国の西安交通大学から毎
年1000人以上の大変多くの留学生が来ており，中国から
の留学生が最も多いようです．
　私は，リバプール大学のSchool of Engineering，
Centre for Engineering DynamicsのProfessor Huajiang 
Ouyangの研究室に受け入れて頂きました．Prof .
Ouyangとは2012年にリトアニアで開催された国際会議
19th International Congress of Sound and Vibrationで
お会いしたこと，東京工業大学でブレーキ鳴きの研究を
一緒に行っていた中国の留学生が2015年に3か月間Prof.
Ouyangの研究室にお世話になっていた関係で面識が
あったこともあり，滞在に関する突然の申し出にもか
かわらずすぐに受け入れを快諾して頂きました．Prof.
Ouyangは，毎年10名程度の客員研究員や博士課程の学
生を海外から受け入れられており，私が滞在した時は，
3名の中国人の客員研究員，6名の博士課程の中国からの
留学生，1名の博士課程の台湾からの留学生が在籍して
いました． 
Prof.Ouyangは，摩擦振動（ディスクブレーキの鳴き，

工作機械のびびり振動，ヒンジ部の摩擦振動など）に関
する研究，移動荷重を受ける構造物の振動問題に関する
研究，構造物の損傷同定に関する研究，固有振動数や固
有モード修正による振動抑制に関する研究などを行われ
ております．リバプール大学での研究テーマは，私が現
在取り組んでいる低剛性被削材のエンドミル加工時の再
生びびり振動抑制に関する研究と関連付けたテーマを選
び，各回転数における所望の再生びびり振動発生限界を
実現するために必要な動吸振器パラメータを逆解析で同
定する研究に取り組みました．また， Prof.Ouyangが現
在取り組まれている研究を紹介して頂いたり，指導され
ている博士課程の学生のゼミへの参加や研究室内の客員
研究員の先生方や博士課程の学生の研究を紹介する発表
会に参加させて頂くなど，自身のテーマ以外の研究に触
れる機会を設けていただき，大変勉強になりました．帰
国後もリバプール大学での研究を継続しており，今後得
られた成果を学会などで発表していきたい思っておりま
す．
　滞在期間中は，Prof.Ouyangの学部や大学院の授業を
聴講する機会（図3）を頂きました．どの講義室にも，
パソコンが設置され，学内のネットワークHDDをとお
して，自身の講義資料にアクセスできるように工夫され
ていました．講義の様子は，音声のみ録音，講義室全体
の映像録画，スライドに映した映像と音声のみ録音のい
ずれかを選び記録され，受講者が講義に欠席した場合や

在外研究報告
東京工業大学　中野　寛

図１．リバプール大学

図２．Prof.Ouyang（右）

図３．Prof.Ouyangによる授業風景

図４．Prof.Ouyangの研究室のメンバー
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復習するときにいつでも閲覧できるように配慮されてい
ました．授業を聴講した印象として，修士課程の学生
は，授業中や授業後に積極的に質問していましたが，学
部生は質問を促されても，遠慮しているのか消極的な様
子で日本の学生とあまり変わらない印象を受けました．
イギリス国内出身の学部生の多くは3年で卒業し，日本
のように学士論文研究を1年間行うこともなく，修士課
程には進学せず就職する人が多いようでした．そのた
め，Prof.Ouyangは海外から博士課程進学希望の留学生
の受け入れを積極的に行われていました． 
３．フィレンツェ大学
　フィレンツェは，ルネサンスの文化的中心地として
栄え，街中に美術館や教会など芸術作品や美しい建造
物で溢れており，イタリアでも人気の観光都市です．
フィレンツェ大学は，約5万人の学生が在籍し，24の
departmentに分かれ，各学部の施設がフィレンツェ市
内を中心に点在しています．私は，フィレンツェ中心街
から少し離れたサンタ・マルタ地区と呼ばれる丘の上
にある校舎のDepartment of Industrial Engineering，
Manufacturing Technologies Research Laboratoryの
Prof.Antonio Scippaに受け入れて頂きました．サンタ・
マルタ地区の校舎（図5）は元々修道院の建物であった
ものを大学に寄付され，そのまま使用しているため，修
道士たちが使用していた部屋を研究室として，礼拝を
行っていた教会を図書室として使用しており，大変趣
のある建物でした．Prof.Antonioとは2015年にフィレン
ツェで開催された国際会議22th International Congress 
of Sound and Vibrationで私の講演室の座長を担当され
たことで知り合いました．Prof.Antonioの研究テーマと
私の研究テーマに共通点があり，私の研究発表に興味を
持っていただき，発表後に研究室を訪問させていただ
く機会を頂いていたこともあり，メールで受け入れを
お願いするとすぐに快諾して頂きました．Prof.Antonio
の研究室はProf. Gianni Campatelliと共同で運営されて
おり，3名のResearch Assistantと4名の博士課程の学生
が在籍しており，全員イタリア人でした．Prof.Antonio
やProf. Gianniは若いポスドクや博士課程の学生とのコ
ミュケーションを大事にされており，教員室ではなく学
生室で極力作業し，学生たちとフランクに会話をしてお
り，家族的な雰囲気を感じました．私もイタリア語の会
話を度々英訳してもらい会話に混ぜてもらいながら，毎
日約3回のカフェ休憩，昼食，バーベキューパーティへ
招待して頂くなど，アットホームな雰囲気で大変居心地
よく過ごさせてもらいました．
Prof.Antonioは，有限要素解析を用いた工作機械やツー
ルのモデリング，機械加工プロセスのシミュレーション
や最適化，アクティブワークピースホルダーを用いたび

びり振動抑制に関する研究などを行われています．現
在，私が被削材を強制加振して時間遅れ量を変動させる
ことで再生びびり振動を抑制する研究を行っていること
から，被削材を強制加振するアクティブワークピースホ
ルダーの設計法について情報を提供してもらうなど，今
回の滞在を機に共同研究を本格的に始めさせて頂きまし
た．2018年の3月からは，在籍していた研究室の博士課
程の学生を1名，当研究室に派遣してもらう予定です． 
　フィレンツェ大学も学部は基本的に3年間で終了する
ようですが，試験にパスするのが難しいようです．卒業
論文は希望者のみで文献調査などレポート程度の内容
で，修士課程も講義の受講がメインで研究は最後の半年
間研究室に所属して行う程度とのことでした．私が滞在
した7月ごろ修士課程の学生が2名研究室に配属されてい
ましたが，教員と博士課程の学生が話し合ってあらかじ
め決められたテーマについて，朝から閉館時間まで黙々
と勉強を行ない，わからないところはこまめに博士課程
の学生や教員に質問するなど真摯に研究に取り組む姿
勢が印象的でした．フィレンツェ大学のDepartment of 
Industrial Engineeringの学生は，イタリア人がほとん
どで授業はイタリア語で行われているそうですが，今後
留学生の数を増やすため，授業の英語化が進められてい
ました．修士課程終了後は国内の企業に就職する人が多
いようで，博士課程修了者の就職先や大学での研究職の
ポストが少ないこともあり，博士課程進学希望者が減っ
てきているようで，博士課程進学率の低下は，イタリア
でも問題となっているようです．Prof.Antonioの研究室
は，若いポスドクや博士課程の学生が生き生きと研究に
取り組んでおり，教員ともフランクに接し，時に研究に
ついて熱い議論を交わしており，その姿を見た学生がま
た博士課程へ進学するという良い流れができているよう
で，研究室全体が活気のある印象を受けました．

　おわりに
　今回の在外研究をとおして，リバプール大学やフィ
レンツェ大学で出会った教員や若いポストドクター，
博士課程の学生など多くの知り合いを作ることができ
ました．研究に取り組む姿勢や学生に対する研究の指
導，講義における学生へのケアなども大変参考になり
ました．海外で1年間生活し，異なる文化や考え方に触
れることで視野を広げることができました．この経験
を今後の研究教育活動に生かしていきたいと思ってお
ります． 最後になりましたが，今回の在学研究を実施
するにあたって，本学機械系の先生方には多大なご支
援をいただきました．この場をお借りして心より御礼
申し上げます．

図5．フィレンツェ大学校舎 図6．Prof.Antonio[右] 図7．Prof.Antonioの研究室にて
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URL　http://www.jsme.or.jp/conference/dmcconf18/

Dynamics and Design Conference 2018
総合テーマ：「伝統と多様性、新たなる創造へ」

No. 18-7

企　　画　機械力学・計測制御部門
開 催 日　2018年8月28日（火）～31日（金）
会　　場　東京農工大学　小金井キャンパス
　　　　　（東京都小金井市中町2-24-16）
要 　 旨　Dynamics and Design Conference 2018

（D&D2018） は，機械力学・計測制御分野に関連した
研究とオーガナイズド・セッション・テーマについての講
演発表を募集いたします．また，特別講演，親睦会，機器
展示，フォーラム，特別企画などの付随行事も予定してお
ります．なお，優秀な講演発表者は，学会（若手優秀講演
フェロー賞）および当部門（オーディエンス表彰）の規定
に従って表彰されます．

講演申込締切　2018年3月5日（月）
申込方法・募集分野　
　上記のホームページにてご確認下さい．
発表採用通知　2018年3月下旬（予定）
論文提出締切　2018年6月下旬（予定）
問合せ先　D&D2018実行委員会
　　　　　dd2018@jsme.or.jp
　　　　　実行委員長　田川 泰敬（東京農工大学）
　　　　　副 委 員 長　雉本 信哉（九州大学）
　　　　　幹　　　事　成川 輝真（埼玉大学）

年間カレンダー
機械力学・計測制御部門講演会等行事予定一覧

開　催　日 名　　　称 開　催　地

2018年 9 月 9 日～12日

2018年 8 月 5 日～ 8日

2018年 8 月28日～31日

2018年 7 月 6 日

2018年 7 月 5 日

2018年 5 月28日～29日

2018年度年次大会

The 14th International Conference on Motion and 
Vibration Control（MoViC2018）

講習会　マルチボディシステム動力学の基礎

Dynamics and Design Conference 2018

講習会　マルチボディシステム運動学の基礎

講習会　振動モード解析実用入門　－実習付き－

Daejeon Convention Center, 
Korea

東京農工大学

2018年11月17日～18日 第61回自動制御連合講演会（共催） 南山大学

関西大学

東京大学　生産技術研究所

東京大学　生産技術研究所

日本機械学会 会議室

2018年 5 月23日～25日 第30回「電磁力関連のダイナミクス」シンポジウム（共催） 長野市生涯学習センター
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　前ニューズレター発行後，本部門の主催で，「振動分野
の有限要素解析講習会(計算力学技術者2級認定試験対策
講習会)関東地区会場」，「振動分野の有限要素解析講習
会(計算力学技術者2級認定試験対策講習会) 東海地区会
場」，「マルチボディダイナミクスの最前線」，「納得のロー
タ振動解析：講義+HIL実験」，「回転機械の振動」の講習
会を開催し，それぞれ，10名, 33名, 37名, 18名，30名のご参
加をいただきました． 
　来年度前半には，「振動モード解析実用入門－実習

　第95期広報委員会では，当部門の英語版HP（https://
www.jsme.or.jp/dmc/index-e.shtml）の充実化を図るた
め，年二回発行している部門ニュースレターの巻頭記事を英
語化し，HPに掲載することを今期より試行いたしました．
　初回は７月発行のニュースレター60号の巻頭記事（金沢
大学，小松崎先生）を掲載しております．また，同ページに
はv_BASEの英語版も掲載しており，今後掲載件数も増や
していく予定です．

付き－」（2018年5月28 -29日，於 日本機械学会 会議室），
「マルチボディシステム運動学の基礎」（2018年7月5日），
「マルチボディシステム動力学の基礎」（2018年7月6日）を
はじめ，各講習会の開催が企画中であり，詳細決定の後に
ご案内いたします．各講習会への積極的なご参加をお願い
申し上げます．
　ご希望の講習会テーマや，講習を聞きたい講師の方など
がございましたら，企画委員会または総務委員会までお知
らせ下さい．

　是非，この機会に部門英語版HPをご覧いただくととも
に，海外研究者への宣伝にご協力いただけますようよろしく
お願い致します．
　また，巻頭記事にかぎらず，英語版HPの充実化に向け
て，英文記事の執筆にご協力いただける方もいらっしゃいま
したら，お気軽に広報委員会までご連絡いただけますと幸
いです．今後とも広報委員会の活動にご協力いただけますよ
うよろしくお願い申し上げます．

総務委員会　委員長　成川輝真（埼玉大）
企画委員会　委員長　雉本信哉（九州大）

委 員 長　本田真也（北大）
　　副委員長　星野洋平（北見工大）

　　　委員（v_BASE担当）　矢部一明（東洋エンジニアリング）

部門主催講習会情報

広報委員会からのお知らせ

　2016年度の部門賞と一般表彰の表彰式が，2017
年8月31日，愛知大学（愛知県）で開催されたD&D 
Conference 2017にて執り行われました．河村庄造2016
年度部門長兼D&D Conference 2017実行委員長によ
り，6名の部門賞受賞者と4名の部門一般表彰受賞者に表
彰状が贈呈されました．受賞者は下記の通りですが，受
賞者の紹介と業績等の詳細は，日本機械学のお知らせ
コーナーに部門からのお知らせとして9月8日に掲載され
ていますのでご参照ください．
受賞者の栄誉をたたえるとともに今後のますますのご活
躍を祈念いたします．
（所属は受賞決定当時のもの）

１．部門賞受賞者
　　部門功績賞　西村 秀和（慶應義塾大学　教授）
　　部門国際賞　小森 望充（九州工業大学　教授）
　　部門国際賞　曄道 佳明（上智大学　教授）
　　学術業績賞　金子 成彦（東京大学　教授）
　　学術業績賞　芳村 敏夫（徳島大学　名誉教授）
　　技術業績賞　石塚 真一（サイバネットシステム株式会社

テクニカルフェロー）
２．部門一般表彰受賞者
　　部門貢献表彰　高崎 正也（埼玉大学　教授）
　　オーディエンス表彰
　　　　　　（D&D Conference 2016　優秀発表者）
　　　　　内山 雄太（(一財)電力中央研究所）
　　　　　竹澤 晃弘（広島大学）
　　　　　武田 真和（青山学院大学）

委 員 長　木村　弘之（富山大）　　
副委員長　古屋　　治（東京電機大）

表彰委員会からのお知らせ　－2016年度部門表彰式の報告－
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2017年8月29日～30日に，愛知大学豊橋キャンパスに
て，第5回JSME-KSME ダイナミクス&コントロールに関
するジョイントシンポジウム（The 5th Japan-Korea Joint 
Symposium on Dynamics & Control）を開催しました．

2008年に，本会機械力学・計測制御部門と韓国機械学
会機械力学・制御部門の間で部門交流協定が締結されま
した．この協定では，日韓両国が交代に2年に一度（すなわ
ち，それぞれの国では4年に一度），部門講演会に併催の形
で「ジョイントシンポジウム」を開催し，両国の研究者・学生
の学術的・人的交流を行うことを定めております．第1回の

平成29年度の計算力学技術者資格1級および2級の認定
試験が去る12月9日（土）に行われました．振動分野につい
ては2級受験者158名で合格者107名，1級受験者105名で合
格者32名でした．詳細については機械学会ホームページに
て後日正式公表されます．また上級アナリスト認定試験は
9月に行われ，受験者3名で合格者2名でした．計算力学業
務に携わっておられる方におかれましては，是非，受験をご
検討くださいますようお願いします．試験の概要および認定
レベルにつきましてはホームページhttp://www.jsme.or.jp/
cee/cmnintei.htmをご覧ください．

シンポジウムは2009年8月に札幌で開催され，以降第2回は
2011年5月に韓国・釜山，第3回は2013年8月に福岡，第4回
は2015年5月に韓国・釜山にて開催されました．なお，日本
で開催されるときは Japan-Korea Joint Symposium ，韓国
で開催されるときは Korea-Japan Joint Symposiumとして
おります．

第5回の今回のシンポジウムでは，日本から24件，韓国か
ら21件，合計45件の講演発表がありました．開催に当たり，
機械力学・計測制御部門の関係の皆様に，多大なご協力を
いただきましたことに感謝いたします．

機械力学・計測制御部門では受験をサポートするために
振動分野2級試験向けの講習会を開催しております．講習
は知識編と例題編という構成で，受講者の方からは「知識
と例題の構成で，理解が進んだ」といったコメントをいただ
いております．平成30年度も同様の内容にて10月に関東地
区と東海地区で開催を予定しています．詳細が決まりました
ら，ホームページなどでご案内いたします．2級認定試験を
受験予定の方におかれましては，対策講習会への参加も是
非ご検討ください．

委 員 長　白石俊彦（横浜国大）
　副委員長　園部元康（高知工科大）

委 員 長　神谷　恵輔

国際交流委員会からのお知らせ

資格認定委員からのお知らせ

日本機械学会機械力学・計測制御部門
〒160-0016 東京都新宿区信濃町35番地

信濃町煉瓦館５階
電話 03-5360-3500
FAX 03-5360-3508

編集責任者　本田　真也（北海道大）
編 集 委 員　星野　洋平（北見工大）

部門ホームページ：http://www.jsme.or.jp/dmc/
発　行　日　2018年3月12日

編集室
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